
工事名称 長峡中学校校舎防水改修工事

施工位置 　 福岡県行橋市大字延永6番

合計 工事価格

工事費 円 （ 円 + 円 ）

防水改修 1.0 式

工事内容

　起工理由

行橋市公立学校施設整備総合計画に伴う防水改修事業 　 市単独

工事内訳書

消費税額

行橋市　建築政策課

課
長

係
長

設
計

補助内容



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考

上段：当初
下段：変更

純工事費 25,204,000

発生材処分費 式 1.0

工事原価 25,204,000

工事価格 25,204,000

E 消費税 ％ 8.0 8.0 2,016,320

合    計 27,220,320

当初設計 変更設計

1.0

1.0

1.0

1.0

25,204,000

1.0

1.0

1.0現場管理費C

一般管理費D

直接工事費A

式共通仮設費B

式

式

1.0式

細目



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考

当初設計 変更設計

細目

A 直接工事費

1 屋根及び樋工事 （北棟、特別教室棟） 式 1.0 1.0 9,613,000

2 防水工事 （教室棟） 式 1.0 1.0 13,654,000

3 防水工事 （北棟、特別教室棟） 式 1.0 1.0 1,937,000

計 25,204,000

改め 25,204,000



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考

当初設計 変更設計

細目

1 屋根及び樋工事（北棟、特別教室棟）
嵌合立平葺（水密工
法） ｍ2 507.0 507.0 6,300 3,194,100
遮熱遮音発泡両面ｱﾙﾐｼｰ
ﾄ ｍ2 507.0 507.0 1,350 684,450

ｺﾞﾑｱｽﾙｰﾌｨﾝｸﾞ ｍ2 507.0 507.0 1,570 795,990

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材（緩衝材） ｍ2 507.0 507.0 3,370 1,708,590

既存棟包撤去 ｍ 51.9 51.9 750 38,925
既存棟包下地 C型鋼撤
去 ｍ 104.0 104.0 1,120 116,480

棟包 糸尺≒455 ｍ 51.9 51.9 5,470 283,893

捨て棟 糸尺≒230 ｍ 51.9 51.9 1,120 58,128
同上補強下地（Z型）糸
尺≒200 ｍ 104.0 104.0 1,720 178,880
既存取合水切（水上）
撤去 ｍ 0.5 0.5 750 375
取合水切（水上）糸尺
≒455 ｍ 0.5 0.5 2,620 1,310
同上補強下地（Z型）糸
尺≒180 ｍ 0.5 0.5 1,720 860
既存取合水切（流れ）
撤去 ｍ 5.0 5.0 750 3,750
取合水切（流れ）糸尺
≒455 ｍ 5.0 5.0 2,620 13,100
同上補強下地（Z型）糸
尺≒180 ｍ 5.0 5.0 1,570 7,850

V谷 糸尺≒455 ｍ 22.8 22.8 4,720 107,616

次頁へ続く

ｶﾞﾙﾊﾞｶﾗｰ t=0.5

ｶﾞﾙﾊﾞ生地 t=1.2

ｶﾞﾙﾊﾞｶﾗｰ t=0.5

t=6.5（片面不織布付）

t=1.0 片面接着
ｶﾈﾗｲﾄﾌｫｰﾑ t=20 W≒145 ｶｯﾄ
品

ｶﾞﾙﾊﾞｶﾗｰ鋼板　t=0.5

ｶﾞﾙﾊﾞ生地 t=1.2

ｶﾞﾙﾊﾞｶﾗｰ t=0.5

ｶﾞﾙﾊﾞ生地 t=1.2

ｶﾞﾙﾊﾞｶﾗｰ t=0.5 ｴﾌﾟﾛﾝ共

ｶﾞﾙﾊﾞ生地 t=0.4



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考

当初設計 変更設計

細目

ｹﾗﾊﾞ唐草 ｍ 36.1 36.1 1,720 62,092
同上補強下地（L-150×
50）糸尺≒200 ｍ 36.1 36.1 1,120 40,432

軒先唐草 ｍ 72.6 72.6 2,770 201,102
同上補強下地（L-150×
50）糸尺≒200 ｍ 72.6 72.6 1,120 81,312
軒先幕板 H≒340 糸尺
≒470 ｍ 72.6 72.6 3,370 244,662
同上補強下地 H≒340
糸尺≒375 ｍ 72.6 72.6 2,250 163,350

同上補強下地 （L型） ｍ 72.6 72.6 1,350 98,010
ｹﾗﾊﾞ幕板 H≒230 糸尺
≒355 ｍ 36.1 36.1 3,150 113,715

下地ﾎﾝﾊﾟﾈﾙ H≒230 ｍ 36.1 36.1 1,230 44,403

同上補強下地 （L型） ｍ 36.1 36.1 1,350 48,735

軒先+ｹﾗﾊﾞ部ｺｰﾅｰ ヶ所 11.0 11.0 11,200 123,200
既存内樋部塞ぎ補強鋼
板 ｍ 76.0 76.0 2,920 221,920

軒樋 ｍ 72.6 72.6 3,220 233,772
伸縮継手（20mに1ヶ
所） ヶ所 2.0 2.0 1,600 3,200

継手 ヶ所 13.0

止まり ヶ所 8.0

内曲り ヶ所 4.0

次頁へ続く

ｱｲｱﾝ前高165W

ｱｲｱﾝ前高165W

ｱｲｱﾝ前高165W

ｶﾞﾙﾊﾞ生地 t=1.6（L-20×
20）通し

ｶﾞﾙﾊﾞ生地 t=1.6 W≒600

ｱｲｱﾝ前高165W

ｱｲｱﾝ前高165W

ｶﾞﾙﾊﾞｶﾗｰ t=0.5 化粧ｷｬｯﾌﾟ共

ｶﾞﾙﾊﾞ生地 t=1.6（L-20×
20）通し

ｶﾞﾙﾊﾞｶﾗｰ t=0.5

t=10 裏貼
ｶﾞﾙﾊﾞ生地 t=1.6（L-20×
20）通し

ｶﾞﾙﾊﾞｶﾗｰ t=0.5

ｶﾞﾙﾊﾞ生地 t=1.2

ｶﾞﾙﾊﾞ生地 t=1.2

ｶﾞﾙﾊﾞｶﾗｰ t=0.5
ｶﾞﾙﾊﾞ生地 t=1.6（L-340×
35）通し



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考

当初設計 変更設計

細目

吊り金具 ｽﾃﾝﾚｽ @600 ヶ所 126.0

落し口 塩ﾋﾞ 自在ﾄﾞﾚﾝ100φ ヶ所 11.0 11.0 2,640 29,040

既存竪樋切断+撤去 塩ﾋﾞ VP100φ ヶ所 11.0

竪樋（呼び樋） 塩ﾋﾞ VP100φｶﾗｰ ｍ 27.5 27.5 3,120 85,800

ｴﾙﾎﾞ 塩ﾋﾞ VP100φｶﾗｰ ヶ所 22.0
伸縮継手（既存竪樋に
繋ぎ込み） 塩ﾋﾞ VP100φｶﾗｰ ヶ所 11.0 11.0 3,600 39,600

吊り金具（呼樋部） ｽﾃﾝﾚｽ RC打込みｱﾝｶｰ共 ヶ所 11.0

掴み金物 ｽﾃﾝﾚｽ @1200 ヶ所 22.0

運搬費 式 1.0 1.0 225,000 225,000

荷揚費 式 1.0 1 360,000 360,000

小計 9,613,642

改め 9,613,000



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考

当初設計 変更設計

細目

2 防水工事（教室棟・南棟）

養生 屋上防水改修 ｍ2 1145.0 1145.0 45 51,525

整理清掃後片付け 屋上防水改修 ｍ2 1145.0 1145.0 140 160,300

高圧洗浄 ｍ2 1145.0 1145.0 160 183,200

立上り既存防水層撤去 （押え金物共） ｍ2 114.0 114.0 1,810 206,340

立上り下地処理 ｹﾚﾝ、清掃 ｍ2 114.0 114.0 300 34,200

立上り下地調整 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄ ｍ2 121.0 121.0 860 104,060

平場劣化部補修 ｍ2 112.4 1124.0 2,400 2,697,600

平場下地調整 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄ ｍ2 20.4 20.4 860 17,544
平場合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝ
ｸﾞｼｰﾄ防水（S-M2) ｍ2 1124.0 1124.0 4,760 5,350,240
立上り合成高分子系ﾙｰ
ﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水（S-F2) ｍ2 114.0 114.0 3,500 399,000
平場ｳﾚﾀﾝ塗膜防水
（X-2） ｍ2 20.4 20.4 4,810 98,124
立上りｳﾚﾀﾝ塗膜防水
（X-2) ｍ2 7.0 7.0 5,680 39,760

既設脱気装置撤去 箇所 9.0 9.0 800 7,200

脱気装置取付 箇所 24.0 24.0 13,200 316,800

既設ﾄﾞﾚﾝｶﾊﾞｰ撤去 箇所 22.0 22.0 2,030 44,660

改修用ﾄﾞﾚﾝ ﾀﾃφ100 箇所 12.0 12.0 26,700 320,400

改修用ﾄﾞﾚﾝ ﾖｺφ100 箇所 10.0 10.0 33,100 331,000

次頁に続く

既存防水層撤去後
樹脂ﾓﾙﾀﾙ塗り



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考

当初設計 変更設計

細目

入隅用金物 ｍ 387.0 387.0 1,760 681,120

既設ｱﾙﾐ笠木撤去 ｍ 236.0 236.0 550 129,800

ｱﾙﾐ笠木新設 W=225 ｍ 236.0 244.0 7,520 1,834,880

押え金物取付 ｍ 132.0 132.0 1,560 205,920

ｼｰﾘﾝｸﾞ 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)15×10 ｍ 132.0 132.0 480 63,360

笠木高圧洗浄 ｍ2 64.8 64.8 160 10,368

笠木天端下地調整 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄ ｍ2 64.8 64.8 860 55,728
笠木天端ｳﾚﾀﾝ塗膜防水
（X-2） ｍ2 64.8 64.8 4,810 311,688

笠木天端浮補修 ｍ2 64.8

発生材積込 ｍ3 2.2

発生材運搬費 ｍ3 2.2

ｽﾀﾝｼｮﾝ 賃貸料 本 13.0

親綱ﾛｰﾌﾟ 10ｍ 賃貸料 束 6.0

緊張器 賃貸料 個 6.0

ｽﾀﾝｼｮﾝ 基本料 本 13.0

親綱ﾛｰﾌﾟ 10ｍ 基本料 束 6.0

緊張器 基本料 個 6.0

運搬費 2t ﾕﾆｯｸ 往復 2.0

小計 13,654,817

改め 13,654,000

ｱﾝｶｰﾋﾟﾆﾝｸﾞ全面
ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考

当初設計 変更設計

細目

3 防水工事（北棟、特別教室棟）

養生 屋上防水改修 ｍ2 146.0 146.0 45 6,570

整理清掃後片付け 屋上防水改修 ｍ2 146.0 146.0 140 20,440

高圧洗浄 ｍ2 146.0 146.0 160 23,360

伸縮目地撤去 補修含む ｍ 41.0 41.0 2,160 88,560

立上り既存防水層撤去 （押え金物共） ｍ2 11.6 11.6 1,810 20,996

立上り下地処理 ｹﾚﾝ、清掃 ｍ2 11.6 11.6 300 3,480

立上り下地調整 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄ ｍ2 24.9 24.9 860 21,414

平場劣化部補修 ｍ2 3.4 34.4 2,400 82,560

平場下地調整 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄ ｍ2 111.0 111.0 860 95,460
平場合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝ
ｸﾞｼｰﾄ防水（S-M2) ｍ2 34.4 34.4 4,760 163,744
立上り合成高分子系ﾙｰ
ﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水（S-F2) ｍ2 11.6 11.6 3,500 40,600
平場ｳﾚﾀﾝ塗膜防水
（X-1） ｍ2 111.0 111.0 6,210 689,310
平場ｳﾚﾀﾝ塗膜防水
（X-2） ｍ2 7.0 7.0 4,810 33,670
立上りｳﾚﾀﾝ塗膜防水
（X-2) ｍ2 13.3 13.3 5,680 75,544

脱気装置取付 箇所 3.0 3.0 13,200 39,600

既設ﾄﾞﾚﾝｶﾊﾞｰ撤去 箇所 6.0 6.0 2,030 12,180

改修用ﾄﾞﾚﾝ ﾀﾃφ100 箇所 2.0 2.0 26,700 53,400

次頁に続く

既存防水層撤去後
樹脂ﾓﾙﾀﾙ塗り



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考

当初設計 変更設計

細目

改修用ﾄﾞﾚﾝ ﾖｺφ100 箇所 4.0 4.0 33,100 132,400

入隅用金物 ｍ 38.6 38.6 1,760 67,936

押え金物取付 ｍ 38.6 38.6 1,560 60,216

ｼｰﾘﾝｸﾞ 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)15×10 ｍ 38.6 38.6 480 18,528

笠木高圧洗浄 ｍ2 32.2 32.2 160 5,152

笠木天端下地調整 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄ ｍ2 32.2 32.2 860 27,692
笠木天端ｳﾚﾀﾝ塗膜防水
（X-2） ｍ2 32.2 32.2 4,810 154,882

笠木天端浮補修 ｍ2 32.2

発生材積込 既存防水層 ｍ3 0.1

発生材運搬費
既存防水層
2t車 ｍ3 0.1

小計 1,937,694

改め 1,937,000

ｱﾝｶｰﾋﾟﾆﾝｸﾞ全面
ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法



費目 工種 単位 数量 単価 金額 数量 単価 金額 備考

発生材処分

発生材処分費 既存防水層 ｍ3 2.3

小計

改め

当初設計 変更設計

細目



1. 安全管理について

・工事車輌等の搬入出は、生徒の登校時間帯・下校時間帯を考慮して行うこと。

・工事箇所が児童の動線と交差する場合があるため、交通誘導員等を適宜配置し、

安全確保すること。

・仮囲い設置等は、状況に応じて、学校および監督者と協議すること。

2. 工程管理について

・学校および監督員と協議し、遅延無く工事を完了させること。

3. その他

・施工に当り現場付近の道路、樹木、工作物等に損傷を与えた場合は、請負者の負担

によって早急に復旧しなければならない。

・平日の授業が行われている時間帯については、極力大きな音の出る作業を避けること。

・駐車場について、学校敷地内の駐車場所は限りがあるので、できるかぎり乗り合わせで

来場すること。

・施工計画書・材料承認等の必要書類は、早急に提出し承認を得てから施工を行う事。

・外注計画書・施工体制台帳は、契約後、速やかに提出すること。

暴力団排除条項に該当するものを下請負人とした場合には、元請負人に対して

下請負契約に解除を求めることができる。

・下記工事と工期が重なるため、資材置き場、駐車スペース、工程等について協議を

十分に行い、各工事ともに工期内に竣功できるよう協力しあうこと。

【長峡中学校教室棟外壁改修工事】

※本工事の足場は外壁改修工事の足場を利用する為、工程等十分に打合せを行うこと。

長峡中学校校舎防水改修工事

〈現場説明書〉
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